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1.序文

企業スポーツ研究班は� 1994年に中央大学『保健体育研究所紀要』第� 12号にて� f企業におけ

る競技スポーツについて(第� l報)Jを発表した.

企業が支援するスポーツ集出の成立葉撃は，一般的iこはくむ「企業の社会運元J.②「企業のイ

メージアップJ.争下社員立〉溜帯感的醸成やま、気の高揚J. @ r 社企業また誌商品の震伝J. @ r
員の福利帯生活動の一環Jが考えられるが，第� 1報においては運動部の存悲調由むコンセブト

を� Aタイプ企業群� (PR型)と� Bタイプ企業群〈臼型-Corporate話entity)に分類するとい
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う仮説をたてて考察を試みた.� C註� 1)

即ち，� Aタイプ� CPIミ型〉誌スポーツ集団を「直接的な宣伝媒体Jと位置づけて，スポーツ活

動そめものを「業務Jとするタイプであり，� Bタイプ� CCI型)は「社員の企業に対する帰属意

識を高めるjことを目的としてスポーツ活動を支援し，� r全社的な一体感・連帯感の醸成jを期

待するタイプである.

その結果両者のコンセプトの違いがもたらす数々の問題点が浮き影りにされ，なかで、も濡手

個人命運動部活動に対する「意識J • rプライドJ. r満足感」にかなりの差があることが判

明したこと拡大きな収穫であった.

前回(第� 1報〉は日本のアマチュアスポーッ界の中心的立場にある家需メ…カーと鉄鋼メー

カーむ「強北指定運動部jを調査対象としたが，今回は視点を変えて，必ずしも自本のアマチュ

アスポーツ界を代表する運動部とは言えないが，日本を代表する岳動車メーカーとそのグルー

プ企業の一般的レベルの全漣動部(強化・非強化の別なく)を対象とし，その運動部関謀者〈ス

タッフ及び選手)はどりような意識をもって活動しているのか，また会社側は彼等に伺を期待

し喪譜しているのかを掘り起こし，益々厳しさを増しつつある「経済不況による運動部活動へ

のプレッシャ� (J)なかで，企業における運動部活動の在るべき姿を探り出したいとするもの

である.

〈成猶〉

2.-1 調査の対象� 

① 	 「トヨタ岳動車〈株)J . rトヨタ;車体(株)J . r豊田工機(株)J. r豊田紡績(株)J . 

rc株)豊田自動織機J. r韓国合成(掠)J • rc株〉豊詔中研J • r護団連商〈株)J. rc株〉
東海理化J. r愛知製鎖〈株)J. rアイシン精機(株)J. r関東語工(株)J. r日本電装

(株)J 

② 以上� 13社の運動部管理運営部署樫当者及び運動部関係者〈スタッフ及び選手〉� 

2.-2 調査の方法

全てアンケート調査を行い，担当者に誌記述式と選択肢式の併用，運動部関係者には選択肢

式で実施した.

回答者数は担当者が� 76名� (1社平均8名)，藩動部関係者拡1.245名〈男子部3名・女子� 292 

研究の方法� 2. 
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名)である.� 

2.一� 3 調査の期間
 

1993年(平成� 5年)� 5月--9月
 

※ 	 今回使用したアンケート番号は，担当者については【Q18】以降，運動部関係者につい

ては【Q13】以降である.各々それ以前の【Qナンバー】は別個の項目についてのクェッ

ションであり，既に使用済である.

(成瀬)

3.一� 1 管理運営部署担当者へのアンケート調査から� 

運動部存在のコンセプトについて-1-1 3. 

【Q18:運動部は会社にとって必要な存在ですか】に対する回答は� 76名中� 74名が“Yes" と

その必要性を認めている.しかしながら“No"と回答した人の理由は「会社の対応姿勢から判

断して」という極めて受け身的なものであり，また同じ社の他の人は全員“Yes"であることか

ら判断して，グループ� 13社の統一的見解は「運動部は会社にとって必要な存在である」と見な

してよいであろう.

必要に考える理由については表� 1にまとめた.【Q19 :必要と考える理由を度合いの強い順

に記入】に対する回答を整理したものである.

ここで見られる特徴は，� 1位・� 2位と上位に選択している項目は「社員の士気高揚に役立っ

ている」 ・ 「社員の連帯感の醸成に役立っている」という所謂� Bタイプに属する� CI型の項目

が， [""会社のイメージアップに役立つ」・「会社の宣伝に役立つ」といった A タイプ即ち� PR型

を抑えて高いポイントを獲得している点にある.両者の立場が完全に逆転するのは� 4位以降で

あることを考えると，全体的にはクーループ� 13社のコンセプトは� CI型指向の� Bタイプに所属す

るということが言える. しかしながら各社複数の回答者全員が全て同じ考えを持っているわけ

ではなく，例えば第� 1位に「会社のイメージアップに役立つ」を選択した人が� 20名，その他と

して「人材育成に役立つ」や「健康づくりに役立つ」を選択した人がいるなど，必ずしも絶対

的なものであるとは言えない側面もあるが，各社複数の回答者のなかで� 1・2位に選択した項

目の割合は� CI型がはるかに上回っていることから考えて� Bタイプであると言ってよい.

グループ内� 13社はそれぞれに独立した企業であることはいうまでもなく，経営規模や主た



必』

表-1 運動部の蒋在が会社にとって必要と考える環由� 

1位と考える纏畠� 2位と考える理由� 3位と考える理由� 4設と考える理由� 5枇と考える理由� 6位と考える理岳

社に役員立の士っ気て高い揚る� 2ポ6イ 善長白書霊感由� 29 会社のイメージ� 1ポ3イ 会立社つの宜伝るに役� 1ポ5イ 社に役員立む福っ科て離い生る� 4ポaイ 立会社っての宣い伝るに役� 2 
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1 11 
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11" 会社むイ役メ立ージ� 8 11 
社に員役立の福っ利て車い生るてい アップに つ

ている

会立社つの宣伝るに役� 5 11 会社のイ役メ立…グ� 7 11 立会社つの宣伝るに役� 13 " 社に役員立の士っ銭て高い揚る� 11" 
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る業務内容も異なることから可なりバラエティーに溜んだコンセプトが見られるのではないか

と予測していたりであるが，その点から見ると意外な結果でるると言える.これはトヨタ自動

車(株〉を項点とするグループ企業の特殊性の結泉で通うるとも考えられる.� 

3.一� 1-2 運動部活動に対する会社の対応について

運動部は社員に対する� CI効果を期待するうえで「必要な存在」であるわけであるが，しから

ば会社側は各運動部に対していかなる姿勢で対応しているのであろうかを� 

(l) 強化指定種目について� 

[Q21lにおいて f強化指定種目の有無」を問うた結果，� i有る」と回答した人� 59名，� i無い」

と回答した人� 17名と認織の違いが見られた.全員共通して「有るJは8社，全員共通して「無

いJは2社で残り� 3社に不共通な認識が見られた.

強化種目を指定する理自については表� 2に示した.12名の人が挙げた� f部運営予算の有効活

用の為」は前回〈第� 1報〉の調糞の際にも詣擁されていた理由であり，醍られたスポーツ活動

予算の枠組みのなかでの荷揚活用という点において理解できる，また「社員の士気高揚に役立

たせる為J. i議場の活設イとに設立たせる為J. i職場に明るい話題を提供する為J • i社員

の連帯感の膏成に役立たせる為Jといった所謂� CI却に腐する項目の合計が� 18ポイントあるこ

とは，前項の運動部存在のコンセプトとの関連からみて当然の婦結であると るが，一方

「会社のイメージアップに役立たせる為」が� 12ポイントある点はどのように理解すればよいか

此処でのヂーターだけで誌判艇できない.

袋一2 強化重点種目を指定する盟由

会社のイメージアップに役立たせる為� 12ポイント

部週営予算の有効活用の為� 12 11 

社員の士銀高線に役立たせる為� 7 〆'/

鞍場の活性化に役立たせる為� s 11 

オザンピック出場ぞ乗たす為� s /1 

議場に暁るい話舗を提棋する為� 3 11 

会社のシンボルスポーツを作る為� 2 11 

社員の連帯感の宵成� iこ役立たせる為� 2 11 

会社の経営規模に応じて� 11 

会社の鷲伝� iこ役立たせる為� 11 
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「無いjと回答した会社の理由は� fクラブ活動の目的拡コミュニケ…ションを図る場として往

置づけているJ. I社員の連帯惑の向上や捕手IJ摩生施策にポイントを置き，全クラブ同等の立場

であるJとなっているが，一方では「今後は盤点的に対応jとか� f将来は鷺点クラブの必要性

を検討したいjといった意見もある.

各社が抱えている強化指定種目数は.� 1種調が� 2社.� 2種目が� 5社.� 3種目が� 3社.� 4種目

が� I社となっている. これは前回〈第� 1報)課支援の企業が� 1社� 4ないし� 5種目であったことと

比較すると若干少ない.重点種目として採用している種目は，前回調査企業が l社の女子卓球

を除いて「バスケットポールJ • IバレーポールJ. IサッカーJ. IベースポールJ • Iア

メリカンフットポー jレJと全てチ…ムで行う「ボールゲ…ムjであったのに対L 今回調査の

企業においては表� 3に示したように多較にわたる.

運動部存荘のコンセプトが� ICI効果jであり，その日的の為に強化指定種目があるのである

ならば，その種目は一般的にニュースヴァリューのあるもののほうが，その効果はより大であ

ろうと考えられる.そのように考えると種目の採択に若干の難問符をつけざるそえない.

表� 4，こ示したように，これだけの項目について非強化種目との聞に取扱いの差があるのであ

るから，種目の採択にあたっては多方面から検討告加える姿勢が必要であろう.

表� 3 強化撃点種目

野 球� 3社

男子パスケットポール� 2 11 

男子バレーボール� 211 

サッカー�  311 

ドポール� 1" 

|ラグピー  111 

!女子パスケットボール //2 

2 1/ 

女子ソフトボール� 111 

硬式テニス� 2" 

ノぜドミントン� 111 

男子卓球�  1" 

i 陸上(長距離〉� 311 

!柔 道� 111 

5書� "J ト
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表-4 強化・非強化に対する会社部iの対応の相違点

活動費の鵠助(遠征費・用呉・穣品)� 11社

新人採用枠の機先� 9 11 

練暫時間の確保� 411 

強化のための援助� 3 /1 

活動手当ての支給� 211 

離業昔話度の確立� 1 11 

犠場配属の配盛

練轡場所の憂先捷爵

応援むための動員

議外遠寵への援助� 

(2) 運動部活動全般に対する会社の援助について

強化種目として指定し，ある種の優遇推麗を与えている連動部詰� 1社平均� 2種目強� (2社は

く無し)であるが，各社ともに他に多数の運動部を抱え， レベルの差こそあれそれぞれに活

動の場を与えている. トヨタグノレ…プ� 13社は「グループ関の親臨と靖報交換の場としてj や

「連帯感的醸成の為にJその地諸々の目的を掲げて長年にわたって� f総合競技大会』を関穣して

きている事実がある. (註わそして大会に採択されている種目数は男子 18，女子8の計26種

目の多きにわたる.弱論� 13社全社が全ての競技に参加しているわけではないが，それぞれ相当

な数の種目に選手そエントリーしていることは事実である.種目によっては可なりハイレベル

の競技もあり，日頃の活発な活動が嬰摘される.強化種目には指定していないが，ある程度の

活濯を期待する運動部に対して，会社葬IJはどのような対応をし買っ楼助そ行っているのであろ

うか.【Q25]かち� [Q34】までの設問に対する回答か§考嬢を試みたい. (表 5参照)

先ず運動部活動に必要な①� f財政的援助J，③「選手の確保J，舎「諌習場の確保Jについて

では全く不満足な状況が浮き影りにされた.即ち，【Q25:;運動部応対する財政的援助は充分な

されていると思いますか】に対して全員共通して“民ぷと回答した社が� 4社，全員共通して� 

“Yes"が諜かに� 1社である.描(1)8社では内部の認識が分かれているわけであるが，億人の回

答期にみると，“Yes"が23名に対し“No"が出名であることか込判断して，援お不満足な状

態であると見てよいであろう.次に【Q26:優秀な新人獲得について運動部鶴の要求は満たさ

れていると患いますか】に対しても，全員共通して“民0"が8社であるのに対し全員共通して� 

“Yes"はな認識が分かれる会社が� 5社であるが，信人別回答によれば“Yes"が7名で通うるの

に対し“No"が的名であることか弘この件に関してお運動部朝日の要求は隈ちなく� Oにちか
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表� 5 運童書部活動iこ対する会社の援易

統“一Ye認s"識 統一“N認0"識 認識にズレ 椴・6入V"認，，"識 個人“N認0"識� 

Q 25 運充か動分部なにさ対れすている財る政と思的援い助ますは� 1社� 4社� g社� 23名� 53名

rQ2S・ 優部と秀側思な由い新要ま人求す獲かは.得満にたつされいてて運い動る� o11 811 511 7" 69 " 

Q27:練面す習かで場白の確備保は万といったとハード� 
i 鞍 全だ思いま� 1" s庁� 1811 5811 

Q28:整合宿錆頭は万・寮全だなどと，の思厚い生ま麗すでか.の� 1" 6" 611 9" 67が

金29:チ…ムドクタ…む薬用を推奨 o11 9" 4" 8" 68 " していますか.� 

Q30:的チ援ー助ムスはなタさッれフてに対いましてす経か第‘ 911 4が� 11" 6511 

Q31:聖書す持か空白起議認す� l 4" 4" 5" 48 11 28 " 
ま� 

Q32:社い内る五と広報思活い動ますは光か分，なされて� 2" l庁� 10 11 40 " 36 " 

iQ33:社的員推に奨対して芯い援ま活す動かを積極
に して� 3" 9" 42 " 34 " 

Q34 : 大業の会務考白直の前負な担にさおにれ対でいてし，て選何す手から.か由
上慮は いま� 

2" 4" 7" 40 " 3611 

く満たされていないとみてよい.【Q27:練習場の確保といったハード出での整備は万全だと

患いますか】に対して泣，全員共通して“No"が6社であるの北対し全員共通して“Yes"は� 

l社である.躍人別回答をみても“No"が� 58名であるのに対し“Yes"が� 18名であるから，

これまた葱動部にとっては議足できる状態ではないと判断できる。

以上� 3つの問題はいわば運動部活動の根幹をなす問題であり，極めて少数の会社や極めて少

数の漣動部についてはまあまあ要求が満たされているおかも知れないが，やはり大多数合運動

部については可なり劣悪な条件下での活動を強いられていると言ってよい.

このような劣悪な条件下で活動を続けている運動部むスタッフや選手にとって揚みになる喪

紫は社員合理解と撤励であろう.会社が運動部活動に期待を懸ける要素に「社員の士気高援の

為にJ. r 議場に活性化をJ. r社員の連帯感り醸成の為にJ. r 識場に明るい話題の鑓供」

を掲げていることは前iこ述べた.その目的を速成させる為には，①「部の活動状況が常にテレ

ビその他のメディアに登場し，社員が否応なしに知りうる状態であるjか，②「社員が運動部
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を身近な拝在として認識し積極的に支援をするJか，どちらかの条件を満たさなければなちな

いと考える，� φの条件は国難な要閣が多数通うち簡単には満たすことはできない.そうマあるな

らば@の条件，即ち.r社内広報の充実と議成J• r応援体制む整繍と充実」を強力に推進しな

ければ目的達成は国難になる。

前回(第l報)，こでも指摘した点であるが，収益とは謹結しないスポ 企業が錐

持し機能させていく為には，社員の共感・協力が不可欠なことは明白であり， とって運

動部活動が飽人事であっては本来の目的は達成されえないであろう.そこに「社内広報jの重

要性がある.

【Q32:社内広報活動は充分なされていると思いますか】に対しての個人別問答をみると 

“Yes"が40名，情。"が� 36名と“Yes"が僅かではあるが上回った.認識が分かれている桂が� 

10社あるが，共鶏して“Yes"が2社とこれも明。"を上回った.【Q33:社員に対して応援活

動を積極的に推奨していますか】に対しでも，“Yes"が42名，明。"が� 34名と“Yes"が“No"

札共通認識も� "Yes"が3社，明。"が� l社であった.地の設問項目に対する回答は

総じて否定的内容が多く，運動部に対する会社側の「期待度jと「対応の実情jとめギャップ

の狭間で苦悩する運動部の姿が見え揺れする中で，運動部の活動が一般社員iこ認知され選手連

が「プライドjをもって、活動を持続することができる大きな要因となる.� 

(3) 選手調人に対する認識について

決して窓まれた環境ではない，むしろ劣悪とも思える条件の中で選手個人々々は自分なりに

選手活動を行うことの� f動機づけ」や� f意義づけJをしているものと考えられる.このような

選手連の意識を会社側はどのように認識し，理解しているむであろうか，� 

① 選手活動の意義づけに対する認識

【Q35:選手はどのような意識で選手活動をしているとお考えでしょうか}との投開に対す

る自答を表� 8に抗した，第� l位から� 3泣までむなかで高ポイントを得ている選択項目は，� r自分

的主意申斐の為に活動していると思うJ • r自分の趣味として活動している� ι思うJ • 

の名替の為に活動していると思うJ • r自分の儲嬢・体力づくりの為に活動していると思うJ

と全て「自分の為Jが中心で、ある.会社側は運動部む存在四曲を「社員の士気高揚の為J. r社
員の連菩惑の醸成の為Jひいては「会社のイメージアップの為Jとして位置づけ，その効果を

大ならしめる為に強北種目を指定し支援している.そこに伺えるコンセプトはあくまでも

社合利益の為」である.

しかしそのような立場にある運動部にあって実際にスポーツ活動をし，支えている選手達む
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表-6 r選手活動を行なう者の意義づけJに対する認識� 

1盈� 2位� 3位� 4位� 5位� G位 ?位 8位! 金� 11位

信号??に活�  

20ポ� I13ポ� !jSポ� 2ポ� 3ポ イ4ンボト� 1ポ� 1ポ� 1ポ� 1ポ� 1ポ
イントイント ントイント イント |イント イント イント イントイント

として活動し� 13 11 I12 11 I14 11 5 11 6 11 5 11 I 2 11 3 11 4 11 1 11 
つ

;自分の名と替，思の為iこ諮畿し
ている う� 11" 14 11 7 11 9 11 3 11 3 11 6 11 2 11 4 11 6 11 

為自分に語の鍵動康して・体い力る作と思りのう� 5 11 1 13 11 8 11 15 11 5 11 5 11 2 11 2 11 4NjlH 3 11 

;社員活の連し帯感を高とめるう為 5 11 7 11 10 11 I 6 11 3 11 111

に動ている思�  
111 7 11 8 11 自主

社重き員し合て士い気る高と揚J思のう為に活� I 守8 一H 3 11 1 11 6 11 10H j述� H 8 11 I7 11 2 11 

会為社にのイメ ジアとップの
活動している思う� 

3 11 4庁� 9 11 9 11 3 11 5 11 18 11 8 11 4 11 

業務の一と環思として活動し� 2 11 I 2 11 111 5 11 2 11 4 11 9 11 7 11 20 1/ 5 11 

量てて五いいる う
のる窓と伝思のう為iこ活動し� 1 11 3" 2 11 2 11 6 11 10 11 9 11 7 11 16 11 10 11 

勝思?つ為iこ揺験していると� I 1 11 

戦の場為のに活明動るいし雰て賠い気る作と思り� 5 11 13 11 11" 8 11 5" 2" 7 11 1 11 
つ

為オリンピッしクに出る場と思する
に活動でい う� 

3 11 2 11 5 11 3 11 35 11 

r こついては「自分自身の利益の為jであると認識しているようである.動機J I


争選手iこ対する会社の期待感


【Q36:会社誌運動選手に持を期待していますか】とめ設問に対する回答結果を表?に示し

た.ここでは反対に「会社の宜依J. r社員の士気高暢J. r犠場の雰囲気づくりjといった

が上位を占めている.r会社の科益Jの為に役立つような活躍を期待しているのである.

答の殆どが設問項目の範鴫に収まり，� rその他Jとして一般的な設定を超える項目の出答を期待

したが実現せず残念であった.� 

(4)総括

以上.r運動部存在のコンセプト� J. r会社の対応Jの2点についての管理部署担当者への調査

結果か与浮かび上がるプロフィーノレは以下のようになる.

①運動部は会社にとって必要な存在であり，そのコンセプトは「社員の士銭高諺に役立たせ
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表-7 運動羅手に対する会社の期待感� 

2位� I 3位� 4投� 5泣� 6位� 7位� s位� 

1試て貰合でいい成績をあげて会社自宣伝をし� l 制
いたい イント

イ10ポイ3ボイ?ポ
ント ント ント

イ17ポ� 5ポ
ントイント� 

i十lいLて社社員貰内た白しい職士た気場い高)揚の為に， いい成績をあげ� 
11 11 I 24 11 12 11 18 11 2 11 1 11 

に明るい雰閲気を倖って寅� 11 11 I20 11 I 15 11 18 11 4 11 1ポ
イント

同ふ� 

l晴Fゐ(職連場)のリーダーとなって貰いた� 9 5" 5" 8 11 33 11 1 11 

帯感の輔の為に役立って貰い� I6 11 13 11 29 11 18 11 2 11 

将来は会社の幹部社員になって潔いたい� 7 11 41 11 2 11 イント

余眼の充実に役立てて驚いたい

鍵嬢・体力づくりに役立てて貰いたい� 1 11 

社翼内いた〈職い場〕で礼儀・摂諌の示範をして� 1 11 

通常業務iこ有効に生かして貰いたい� 1 11 

通常業務を確実に行なって翼いたい� 2 11 

って貰いたい� 1 11 

るJ. I社員の連携惑の醸成に役立たせるJ. I職場に明るい雰関気をもたちす」と言った

所謂� ICI効果� (CorporateIdentity)J を期待するものであり，我々の分類による� Bグループ

に蔵する.� 

② 	 期待する効果をより大ならしめる為に，大多数の会社誌平均2種目の強化種目を指定して

活動させているが，その種目は目的達成C為には必ずしも適当ではないと考えちれるものも

あり，その効果を疑問視せざるをえない側面も滞在すι� 

③ 	 運動部に対する会社の援場の実態は.I社内褒章制度J • I社内広報活動J • I社員の応媛

体傷ljJの� 3点において運動部の要求を多少満たしているに過ぎず，最も重要と怠われる「財

政的援助j ・「人材の確保J. I様替場の確保」等において試金く要求を満たしておらず，

全般的には全く不溝足な状・況にあると言ってよい.

ゆ選手欄人に対する会社が抱く期待感ιスポーツ活動を行う動機づけに対する認識は全く

異質のものである.即ち，スポーツ活動を会社に何告かの「利益をもたらす媒体jとして位

霊づけてその成果を期待する一方，実療の選手達は「自分の利益の為J，こ活動しているので

あると考えることができる.

運動部の活動〈舗入の活動を合めて〉に対する会社説Ijの抱く期待感と実情には可なりのズレ
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があり，その点は管理部署の担当者も充分に理解している.� 

iCI効果Jを期待する� Bタイプにおいては，会社誕のコンセプトが現場〈運動部のスタッフ

の人達やその周囲の人達(一般社員〉に必ずしも明織に法長わらないきらいがあり，

そこ託会社側の対応の難しさが存在する. トヨタグループ� 13社の全体像においても同様の指

摘をすることが出来よう.

〈成瀬)� 

3.-2 運動蔀鰐採者(スタッフ及び選手)に対するアンケ…ト調査から

前節� (3.-1)においては，管理部署担当者〈会社髄)の立場から晃た①「企業における競

技スポーツ(灘動部〉 コンセプトム舎「会社の対応姿勢J.舎「選手個人に対する認識J

について考察を試みた.

本節においては，立場を変えて現場の活動に議接携わるスタッフ及び選手の側から合「意

識・認識Jについて考察を試みる.

考察は，①「アンケートの一次集計〈全体擾)の結果かちょ②「回答された項目から� Aタイ

プと� Bタイプに分類してJ.φf杏定的な回答の内容の分析」の三段轄に分けて行った� 

こついてi一次集計の結果2-1 3. 

本項において考察を加えた項目は，� [Q 13:運動部誌会社にとって必要か】.[Q 14::運動部が

必要である理由】，【Q16:会社に対する要盟エ� [Q17:灘乎活動をする意義】，【Q18:企業側

が糞方にかける期待と泣荷か】，【Q19:費方は会社に貢献しているか】，【Q20:貢献している

と思う瑚由】の� 7項目である.� 

(1) 各設問侮の分析� 

[Q 13 :運動部試会社にとって必要か】に対する対象者の回答を図-1にて比率で示した双

方聞での回答の傾向はズレは殆どなく，全体の鉛.7%(スタッフ 97.5%.選手� 96.4%)の対象

者が多かれ少なかれその存在意義を認めているという結果が得られた.� 

[Q14:.運動部が必要である理由1に対する対象者合回答を図-2にて比率でホした.� iイ

メージアップJ • i宣伝J. i士気高揚J. i連署惑Jの4要素が，スタッフ・選手め波方に

おいて大部分を占めた〈スタッフ� 86.12%，選手� 86.21%)，� 4要素のなかでも，選手においては

「宣訟Jと回答した者<18.82%) が， そしてスタップにおいては「士気高揚Jと回答し� 

(20.68%)が，それぞれ若干多かった.
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選手� 

(847) 

スタッフ� 

(395) 

選手(811)

スタッブ� 

(382) 

3.1き(27) 

s 
※ 単位は%�  (( )内 i主観j爵変数〉

~全くその通り

騒露その通り

そうでもない

全く� i桑う

図-1 Q13運動部は会社にとって必嬰か� 

100 

14.88(121) 

3.32(27) 

。� 50 

※ 単位は%�  (( )内は観測度数) 

4.45(17) 

100 

D イメージアソプ 盤額福利厚生

.宣伝  その他rm 
醤-2 Q14運動部は必要か



14 中央大学保提体宵研究所紀要 第� 14号

【Q16:会社に対する要望】に対する対象者の回答も図� 3及び表-8にて比率で示した.

自立った楼向として， (1)双方において「練習場新(スタッフ 31五%，選手� 44.2%)J. 1合街頭

(スタップ 36.0%，選手� 18.4%)J等，競技力向上に直接関わる要望が強く，� (2) 1社内広報の充

実(スタッフ1.86%，選手1.78%)J等，一般社員との繋がりに関する要望が少ないことが挙げ� 

iられる.

【Q17::選手活動をする意義〕について対象者の回答を，国 4と表一一� 9にて比率で示した.

った傾向として，出双方において自主の「健康J • 1趣味J. 1生き甲斐j等，個人的な

意義を挙ぜるものが多かったこと� (1鍵療J:スタッフ 12.31%，議手� 15.33%，1趣味J:スタッ

プ33.93%，選手� 39.20%，1生き甲斐J スタッフ� 24.92%，選手� 23.0%)，そして(2)選手と比較

してスタッフにおいては「会社のイメージアップJ(6.61%)や「士気高揚J(4.20%)，1社内の

連帯感J(6.0%)等，企業金持に機能する意義を挙げたものが若干多かった.

【Q18:企業が貴方にかける期待とは何か】について，対象者の国答そ図… 5にて比率で、示し

た.双方間で自答の傾向についてのズレは殆どなく，� 1志気J(スタップ 14.8%，選� 

19.31%)・「連帯感J(スタッフ 39.88%，選手� 35.31%)・「社内を明るく� J(スタッフ 18.13%，

選手� 19.59%)等，会社の実手IJに直接関採するよりもむしろ，社員閥的コミュニケーシ匁ンをサ

ポートする役書IJを挙げる額向が高かった.

【Q19:貴方は会社に貢献しているか】に対する対象者の回答を，図� 6にて比率で示した.

回答の傾向に双方間でのズレは殆どなく，全体の� 72.14%(スタップ 80.54%，選手� 68.45%)の

対象者が，多かれ少なかれ，自ちが何らかの形で会社に貢献していると考えているとの結果が

得られた.

【Q20::貢献していると思う理曲】に対する対象者の回答を，鴎-7と表-10にて比率で示

した.これは【Q19]について，� 1その通り� J. 1全くその通りJと常定的な回答をした者のみ

を対象とした設問である.日立った傾向として， (1)選手においては f明るい雰囲苅づくりJ 

(24.5%) ・「仕事の効率化J(24.21%)を理由として挙げる者が特に多く， (おそれに比してス

タッアの回答傾向にはパラつきが見られる.特に� f笠伝J (14.2%)，1士気高揚J(9.3%)，1連

帯感J(9.63%)，1明るい雰盟気J (18.2%)，1仕事の効率化J (15.6%)，1叢喪な仕事J (11.6%) 

が均等に多かったー� 

(2) ま とめ

以上の結果をまとめて考察すると� 

φ 運動部関採者(スタッフ及び選手)の大部分は，運動部の滞在について侭かしら肯定的な
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選手

スタップ
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練習場所の整機 墜泊費賞金

トレーニング撞設の輔充実-新人選手の補強

合宿所の整備充実 ~スタ y フの業務負担

怒麹大会直前の業務負担仁三ヨスタッフ手当

密-3 Q 16会社に対する喪盟
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関 4 Q 17選手活動告する意義



畿一8 会社に対する要望
ト哨� 

0":> 

海	 a. 機の現自は関� 3 3におけるカテゴヲーに対蕗する

b. セルの数字は%(( )内は観讃 [IJ度数〉� 

謙一9 選手活動をする意義

※ 	 a. 機の項告は密� 3-4におけるカテゴリーに対応する

k セルの数字詰%(( )内は観譲， g変数〉� 

議-10 貢醸していると思う縄出

滋	 a. 横6項目iま菌� 3-7におけるカテゴザーに対応する

b. セルの数字ほ%(( )内は観樹度数〉 

立
廿
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期
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岬
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選手� その飽:0.006(5) 

100(720) 

同� 

スタッフ� 
その地:0.30(1) 

100(330) 

50 	 100 

※ 	 単位は%(( )内は観測度数)

医沼会社め笈伝 医盟社内を明るく

社員の士筑 - 社 員 の リ ー ダ ー

-連帯感を高める 亡三その他

盟� 5 Q 18企業識があなたにかける期待とは何か� 

選手� 

100(843) 

スタッフ� 

100(370) 

※ 	 単位は%(( )内は観測度数)

会く違う 医翠その通り

~そうでもない ~全くその通り

国-6 Q19会社のために貢献していると患うか� 
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選手

スタッフ

s 
※ 単位は%(( )内iま観溺度数)

騒麹宣訟のため 悶仕事の効率化 礼儀正しい

四士気高携のため ~明fる仕事を率先して 重要な仕事

鐙習連綿を高めるため� ITIIIIIJ仕事を正確に処理 その也

明るい雰囲気 迷惑をかけない

菌-7 Q20貢献していると，号、う理出

意義づけをしており，またその活動を通して企業に何ちかの貢献をしていると考えている.� 

9 意義づけお内容は輯人的な意義づけである場合が多く，それは必ずしも会社の期待する内

容や企業全体における機能とは結び刊かない.このことは【Q16:会社に対する要望】につ

いての回答領向からも推測される.つまり，一般社員iこ対するアピーノレや一般社員との繋が

りに関する要議〈例えば「社内広報の充実j等)より，日ちの競技力向J:'こ関援する要望が

強い.� 

φ 企業側の期待と自らの運動部活動に対する意義づけについて，スタッフ・選手間で比較を

行ったところ，回答の内容はほぼ一致したものの，スタッフにおける居答は選手り回答鎖向

より分散した〈例えば図-4・表一札図� 7・表-10).

となる

昨今の不景気から企業スポーツの活動が低下し，その蒋在意義について多く論議されてい

る.そのなかで，溜動部活動の意義づけiこついて企業の利益に嬬広く結び付く意義づけがなさ

れることは，企業運動部の存続・発展のうえで不可欠である.今剖の調室長結果から，スタッフ

においては選手よりも翻人的な要素に錨らない幅広い意義づけがなされていることが明らかに

なった.今後は以上に指議したスタッフと選手間の意識のズレが何故生じるのか警その要思が

何であるのかを詳轄に検討することが課題となるであろう.

(本島)
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3. …� 2-2 Aタイプ・� Bタイプ分類による考察

「企業における競技スポーツについて〈第� l報)J(註 3)において，運動部の存誼

について，仮説となる� 2つのコンセプトを示し考察をすすめてきた.長pち，企業が支援す

るスポーツ集団の成立碁織をと，� r企業宣伝の手投Jとしてとらえるもの� (PR袈;以下 Aタイ

プ)と，� r社員の連帯感や士気の高揚Jを目的とするもの� (CI型-CorporateIdentity;以下� B

タイプ〉である.

本項では，この誌分をよ記のアンケート結果に応用し，設問に対する回答群を� Aタイプ� .B

タイプに準ずる� Aグループ・� Bグループと，いずれにも麗さない Cグループの� 3種類に分け

て考察し，第� 1報での視点を継車したデータの分析を試みた.

対象とした設問群は，� [Q14 :運動部が必要である理由】，【Q17:選手活動をする意義1【Q 

18::貴方は何を期待されていると思うか]，【Q20:貴方は何に貢献していると思うか】の 4問

でおり，その一部についてはクロス集計を行った.同時に，各々の設問について，� a)全体像，� 

にヂータを抽出した.年代につ，f)役割別Ij競技韓日議e)犠韓民，d)，11年代芸c)性別，b)

いては，� 10代かち� 10代詩に� 40代以上までを産分し，議選誌，事務，営業，技術，製造，

職，その他の� 6種類マ処煙を行った.役割については，監督・コーチ・マネジャーを一括して

スタッフと称し，選手と� 2分割して対比させることとした.なお，本文中に回答群� 1・2・3

~とあるの詰，すべて別添資料のアンケート調査の回答番号と対応する. 

(1) 【Q14:運動部が必要である理由](額一幻

【Q14]は，【Q13:運動部は会社にとって必要な存在である〕において， “まったくその通

りぺ もしくは“その通り"という肯定的な見解を示した全体の� 97%む回苓者に対してその理

曲を訊ねた設問である.回答群中第� 1位として，� 1・2を選択した� Aグループ.� 3・4を選択

した� Bグループ，� 5を選択した� Cグループに分けてみると.� a)全体像では� A.B両グループ

が各々� 45%を占め，詰抗する様相がみられた.� b)性別では，女子は男子に比して溜動部が必

要である理由を企業イメージ，宣伝のためとする� Aグループの支持が高く，福利厚生に役立っ

とする� CクVレープが低い傾向にあった.e)麓技種目別では，主な種目については心と関様な

傾向であったが(図-9)，女子種目については，� 8種目中� 6種目で� Aグループが� 50%を越す

支持をえており� .Cグループは皆無の種目もみられた(岡� 10上).社内における地位，題用形

態の違いから，女子の運動部関謀者に，運動部活動誌企業� PRのためとする割り切った考えが

より定着しているとも考えるれる.心部代別，心職種民.f)役割別 では， りも高

年!膏で，非管盟職よりも菅理載で，また選手よりもスタップで，それぞれ� Bグループを支持す
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全体�  

Aグル叩プ� 

45. 3" 
522 

菌-8 【Q14:運動部が必要である螺自1

る欝j合が高くなっている.企業スポーツが，本来は「社員の連帯感や士気の高接jを躍的とし

て発生してきた経緯後反映した結巣と患われる.� 

(2) 【Q17:選手活動告する意義】(図-11)

【Q17:貴方は待の為に選手活動をしているのでしょうか】では， 回答群中第� I位として，� 

1・2を選択した者を� Aグループ，� 3・4・5を選択した者を� Bグループ，� 6--10を選択し

た者を� Cグル…プとした.� 

[Q14]では，運動部の存在型由を，会社の� PR(Aグループ〉もしくは� C1 (Bグループ)

で2分する全体像がみられたが，題入の活動理患については，全てお分類で圧倒的に� Cクールー

プが大勢を占める結果が得られたこの投開で� Cグループに分類された阻答群は，すべて“選

手自身の趣味・生きがい・横藤，名替の為に活動する"といった項目であり，運動部自体の梓

立理由ι億人的な部活動の動機づけとは，まったく翼賛であることがうかがわれた.【Q14] 

と問様に，� c)年代別，� d)議議別，{)役割問では，高年層，管理職，スタッフにおいて，� Bグ� 

Jレープが多くなる傾向がみられたが，その中でも� Cグループは最低� s割強を占めており，全体

の傾向に揺るぎはない.e)競技種目別でみると，� A. Bグループの比率は微妙に変北しており，

競技成緩や，社内での地位などが影響している可離性が指摘される.しかし，後述する� [Q20】
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競技種目� 

ノイスケット

8グループ� 

32. 4% 

23 


競技種目

ソフトポ…ル� 

Cグル叩プ� 

4. 3% 
3 

百グループ� 

52. 2% 
36 

続投種目� 

硬式テニス� 

Cグループ� 

25. 8% 

16 


sグル叩プ� 

41.事%
 
26 


Aグル…プ� 

-1-5O. 7% 
36 

Aグループ� 

43. 5% 
30 

Aグループ� 

32. 3" 
20 

バレーポ…ル� 

cグループ� 

7% 9. 
6 

8グループ� 

46. 8% 
29 

サッカー

Bグル山プ� 

41. 2% 
35 

軟式野球

8グル山プ� 

54. 9% 
50 

Aグループ� 

43. 5% 
27 

Aグループ� 

42. 4% 
36 

Aグループ� 

33% 
30 

密-9 主な競技種目別でみた� [Q14:;運動部が必要である理由】� 
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女子バドミントン� 女子バドミントン� 

Cグル叩プ� 

3. 3% 

日グループ� Aグループ� 
33. 3% 40% 
10 

Aグループ� 

63. 3" 
19 

Bグループ� 

60% 
6 

4 

女子ソフトポール� 女子ソフトポール� 
Aグループ� 

Cグループ� 13% 
21.7% 3 

Bグル…プ� 5 
38. 5% 
15 

Aグループ� 

61.5" 
24 

Bグループ� 

65. 2" 
15 

女子ソフトテニス� 女子ソフトチぷス� 

Cグループ� 

5. 6% 
2 

Bグループ� 

36. 1" 
1 3 Aグル』プ� 

-}-58. 3% 
21 

Bグループ� 

85. 7% 
18 

女子ノイレーポール� 女子ノマレーポール� 

Cグル『プ� 

5. 3% 
2 

Bグループ� 

36.きM 
入グループ14 
57. 9" 
22 

Bグループ� 

68. 8% 
1 I 

函ー� 10 女子種目でみた【Q14:;運動部が必要である理由〈窓樹立と，� 

[Q20:糞献している内容〈布側)]の対比� 

Q 14でAグル…プの高い輔自� (50%以上〉について抽出し，比較した.
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全体

合計� 

1132 

ス安ッフ 選手�  

図-11 [Q17:選手活動をする意義1
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パスケット� パスケット

;3B%F  

パレー:Y--)レ� パレーポール

; ZYF  

BZJ♂ 

ハンドポール� 
ハンドボール

;U 7!Uプ プ� 

?U-プ?とダ

ラグピー
8グループ� 

2. 3~ 

Aグループ� 

25)i 
4 

五空回11111 ¥ ムグル叩プ
 
ιニニ亨r一『¥ ，斗-39.3" 

ドニ押併t¥ 1 11 


8グループ ミ云三豆さ竺竺ろ，� /

5j% -r克己

留一 12 【Q20:賞献している内容〈在鱒〉】と，【Q 17:;選手話動をする意義(省鱒立の対比� 

Q20で Aグループの高い櫛目� (25%以上〉について檎出し，比較した.

ラグビー

港上磁授� 

Cグループ� 

10. 7)i一「 

陸上競技
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で，� Aグループの割合が相対的に高い競技種目� (25%以上を抽出入換言すれば，会社の� PRに

貢献しているとする自負が，比較的に強い競技種目についてのみ挨討した場合でも，錨人の活

動意義を� Aグループに求める者は少なくなっている(龍一� 12).また，女子種目では，� Cグルー

プ支持の率が特に蒔く，中には全員が� Cグループ，即ち何らかの動機づけで，“自分自身むため

に活動する"と回答した種目もみちれた.� 

(3) 【Q18:貴方は伺を期待されている思いますか】〈図� 13)

本設問の【Q18:会社や議場の人達誌，貴方に何を期待していると思いますか〕では，回答

群中第� l位として，� 1を選択した者を� Aグループ，� 2・3・4を選択した者を� Bグループ，� 5 

を選択した者を� Cグループとして，処理を行った.� a)全体像で拡，期待されている瑛自とし

て，� Bグlレ…プを� 1伎とする者が半数を越え，� b)性別 でtt，女子が男子以上に� PR効果を期

待されている� (Aグループ)と感じている.男女とも，� Bグループ支持が半数強を占めるが，

男子では，社内リーダーを期待されているとする層� (Cグループ〉が� 15%近くみられた.c)年

代別，� d)職種別では，前出の� 2つの設問同様，年齢が高くなったり，管理職になると，� A'こ比

競技種目別に検討してみたところ，過半数の種目e)グループの比率が高くなる.C及びBし，� 

が� Aグループ<Bグループであり，� Aグループ之江Bグループがうグゼ…，卓球，� Aグループ>� 

Bグループは，臨上競技・栢撲でみられたのみであった.

【Q14】の回答結果と対比してみると，全体的に� Aグループの支持が少ないようであるが，

設関文中で，会社〈経営サイド)だけでなく，“戦場の入速に何を期待されているか"としたた

めに，� Bグループ支持が多数を示したとも考えられる.また，回答群中に思グル…プに帰属さ

せたもめが� 3項目� (2・3・4)遣うるため，グループ間の比較では詰グループが多い結果とな

るが，� 1位で選択された回答の� 1--6を分割して集計すると，� 1の“会社の宣伝を期待されて

いる"とする回答が最多であった.� 

(4) [Q 20 :貴方は何に貢献していると思うか】〈図-14)

【Q20]は，諮問の【Q19:貴方は会社〈職場)むために大いに貢献していると，思いますか】

において， “まったくその通りぺ もしくは“その通り" という肯定的な見解そ示した全体の� 

72%に対して貢献の内容を問うた設問である.[Q19】の段階で，女子よりも男子，選手よりも

スタッフで，貢献に肯定的な意見が畿勢であった.

【Q20:貴方が会社(職場)において大いに貢献していると，皆、う事柄〕として，田答群中第 l

位として，� 1を選択した者を� A グループ，� 2・3・4を選択した者そ� sグループ，� 5を選択し
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全体  

Aグル叩プ 

34. 7" 
379 

8グル叩プ 

53. 4" 
5語4 

男 性 女性

cグルω プ 

s 

圏一  13 【Q18:貴方は何を期待されていると思うか1

4" 2. 
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全 体�  

Aグループ� 

22'" 
132 

8グループ� 

58. 7'" 
352 

額一� 14 [Q 20 :設方は侭に貢献していると思うか】 

た者を� Cグループとした.貢献していると思う事柄は多較にわたっているが� (3.-2-1節

参照)，すべての区分で多くの支持を得たのti，明るい雰閤気を作り，連帯感そ高め，士気高揚

に貢献しているという� Bグループであった.� b)性別 では目立った男女差はみられないが，� 

[Q14]でAグループを支持が強かった女子種目でも，事実 PRに貢献しているとする� Aグ� 

Jレープむ割合は極めて低い(国一� 10).c)年代別でも，【Q14]でAグループを支持した若年

騒が，実際iこ貫献している事柄としては� Bグループを選択し，� d)職種別ではもともと� 2グ

ノレープ支持の根強い管理職で，その額向が顕著であった.、注目すべき点としては，障には示さ

れていないが，貢献している内容の第� 2位としては，回答の� 5(Cグループ)を選択した者が一

番多く，その他でも回答の� 7，8が上位で選択される割合が高かった.回答の� 5は，仕事の能

準，� 7とsは，各々正議な仕事の処理，他の社員への迷惑に関する事柄であり，この結果から

は，“偽の社員よりも短時間で能率よく，かっ正確に仕事を行い，迷惑をかけることはない"と

する部関係者合自負がうかがえる，� 

(5) クロス集計結果について (表 11・12)

クロス集計は，①【Q14:運動部が必要である理由】と【Q17:選手活動をする意義】，@

【Q17::選手活動をする意義〕と [Q20:貴方は仰に翼較していると思うか】の� 2点について分
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表-11 [Q 14:連動部が必要である理由】と【Q17:.選手活動をする意義】

き十� eメ� Aグループ� CグループBグループ� 

メ仁弘3、 計� 77 86 8831.046 

Aグループ� 38014462 68 

Bグループ� 7 66 399472 

Cグループ 5 104112 2 

表 仰!

表 頭

対象ケース� 

連動部が必要である理由

選手活動告する意義� 

1.046 

義一� 12 [Q 17 : ;選手活重告をする意義】と [Q20:貢献している事柄】

-e 討� 

Aグループ� 

Bグループ� 

Cグループ

ぷ~ 計� 

560 

44 

56 

460 

Aグループ� 

122 

25 

4 

93 

Bグループ� 

331 

15 

41 

275 

Cグループ� 

107 

4 

11 

92 

表側 選手活動をする意義

表頭 質献していると皆、う理由� 

対象ケース 560 

〈注)� ABCのグループは，回答群中のすべての灘択肢を鱗羅していないので，クロス集計の人数と，

元留合同グラフの人数は一致しない.

析した.

【Q17]で任倒的多数を占めた� Cグループが， [む 14][Q 20】の� Cグループとは対rr;していな

いため，� A.Bグループの結果についてのみ検討したが， データ数が少ないそしりは免れえな

い

舎については，部が必要な理由と，倒人としての活動意義が合致していると思われる者(双

方の設問で，� Aもしくは� Bと自苓した人数〉は，全体の� 13%であり，最も合致事が高い管理職

でも，部の必要理出として� 3グループをaS':fた者の半数が，活動意義としては� Cグループを選

択している.女性では実iこ� [Q14]でAグループを選択して� 123名中号名，� Bグループを選択

した� 103名中宮名を除いて，残りの大多数が� [Q17]で，� Cグループ記シフトしている.こり傾

向は，男子より女子，高年層より若年絹，スタッフより選手でより顕著であった

②については，前述の通り【Q17]でCグループ以外を� 1位にあげた者が� 2割に講たない上，� 

[Q 19]のフィルターで貢献に否定的な者はすべて除かれた結果である点を考慮せねばならな
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い.呉体部iこは� [Q17]でAグループを選択し，【Q20]でも� Aグループを選択したもの� 44名

中25名� (57%)，Bグループについては，� 56名中� 41名� (73%)，であった.掴人としての活動

意義で，� Bクツレープ壱強調する入は少ないにもかかわらず，実際の貢献内容となると，� Bグ

ノレープが多くなる傾向で、あった。� 

(6) まとめ

本項では，先行研究において，企業スポーツを直接に管理運営する担当者へのインター

ビューから得られた� Aタイプ・日夕イプという企業スポーツ成立基盤の� 2大コンセプトを用

いて，それらが実際にスポ…ツ活動に従事しているサイド(運動部関係者)のアンケート結果

に，どのような形で反映されているかを検討した.

結果として，運動部関係者は，� [Q 14:運動部が必要である理虫】や，【Q18::震方は侍を期

待されていると，思うか】という投開に対しては� A・3いずれかのコンセプトを比較的よく反

嘆した巨答をしていた. しかし季一人一入の【� Q17:選手活動をする意義】で誌，語人的な理

由をあげた者が圧鎖的に多し現実ぷ� [Q20:費方は侍に貢献していると思うか]との設問に

対する答えも，一概に企業� P氏社員の� CI勃患にCみ求める事は出来なかった.{廷し，一般的

な頚向として，女子より男子，若年麗より高年輯，選手よりスタッフというように，部関孫者

として長年部活動に携わってきた人達ほど，本音と建前， もしくは会社が要求するものと，自

ちの欲求とが合致している観向がうかがわれた

本事の結果かる得られた代表的立部関採者のプロフィ-)レは，以下の通りである.

多くのトヨタグループ傘下企業の運動部関係者は，部活動そ「企業宣伝の手段」もしくは，

「社員の連帯感や士気の高揚」を目的とするものととらえている.しかし，個人的には部活動は

自分自身の趣味・生きがい・健康・名誉の為であると，思っており，周聞からは，社員の士気を

高め，職場を明るくするように期待されていると感じている.また，全体の� 7制の関係者は，

会社(職場)のために貢献していると自負しており，具体的には職場の明るい努間気仰りや仕

事の能率の向上，会社の宣伝に貢献していると考えている.

(加納〉 

3.-2-3 否定的回答に関する考察

ここでは，企業において競技スポーツに携わっている選手，監督を含めたスタッフを対象と

した「企業における競技スポーツJ，こ関するアンケートの誌かで，運動部の蒋主に関し

的な考えに集点を当てて考察を試みるものである.
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考察の方法としてはアンケート調査の Q誌の結5誌を中心に，� Q 15とQ17，Q 15とQ21の

結果の関連を考えながらおこなう.Q15は連動部は会社にとって必要で島るという質問に対し

て，全く違う，そうでもないと否定的に回答したものにその理由を記述してもらうものであり，� 

Q17はあなたは倒的ために選手活動をしているのですかという質問に対して，該当するものを

列却した項自立〉中から上位� 5項目を選んで頗位をつけてもらうものである.そして，� Q21はあ

なたは会社のために大いに貢献していると思われますかという質問に対して，全く違う，そう

でもないと否定的な回答をしたものにその理由を，列記した項目の中から� 3つ選んで頼位をつ

けてもらうものである.

連動部誌会社にとって必要であるという質問に対して，全く違う，そうでもないと否定的な

臣答をしたものは，� 1.245名の選手，監督を含めたスタッフ(男性，女性を含む〉のなかで，� 

3.3%にあたる� 41名であった〈表-13参照).3.3%というと統計学上重要な数櫨ではない.し

かし，運動部に関係している選手やスタッフ自身が，運動部の存症というものを否定的にとら

えているということを考えると，決して軽視できる数譲ではないし，考察を試みること拡有用

なことであると考える.そこで，ここではなぜ彼らが運動部の存哀を否定的にとらえているの

かということり考察をおこない，今後の企業における競技スポーツの発援のために阿が必要で

あるかということを考えていきたい.

まず最初に，運動部は会社にとって必要であるという鷲開に対して，全く違う，そうでもな

いと否定的な回答をしたものにその理由を記述しでもちう問い� (Q 1訟の回答であるが，

ものを以下にあげる.� 

0会社にとって特に利益にならない.

。運動部の存在は会社にとって邪躍な存在のような気がする.� 

0運動部がなくとも会社は成り立つ.

。強くなければ会社の宣伝にはならないe

これらに共通していえることというのは，運動部に関係する選手，スタッフの一部のものが，

謙一� 13 運動部は会社にとって必饗である

メEL 計I女 性男 性

会く違う� 2 53 

そうでもない� 31 5 36 

その過ち� 331 131 462 

日iそで� 245 

588 154 742 

953 292 1.
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溜動部は企業の金銭的な利益iこ結びついていないと認識しているということである.これ詰彼

らが， とは営利を追求する組織であり，その組織を構成す として企業に裳利をもた

ちさねばならないと考えており，そして後らが企業の営利という視点からものを見たときに，

運動部が企業に営利をもたらす畿車となっていないと判断したため，このような回答があげら

れたと豆、われる.つまり，運動部の蒋砲というものを首定的にとらえている選手やスタップ i丸

企業の一員として働いている以上は営利そもたらすということが必要条件であり，運動部の存

在誌企業の「営利の追求jという企業にとって最頭髪な戦略からはずれていると考えていると

患われる.

次に，なぜ選手，スタッフ一人一人が企業に対して営利をもたらしていないのかということ

を考えてみたい.というの 'i，運動部の活動が企業の金銭的営手当とかけ離れたものであっても，

運動部の選手やスタップー人一人が企業の利益につながるよう仕事をすれば，運動部の活動は

詞等差し支えないではないかという考えが成り立つためで、ある，そこでここでは. Q21のあな

たは会社のために大いに貢献していると思われますかという質問に対して，全く違う，そうで

もないと否定的な回答をしたものの回答隈由を見ることにする.歪定的な回答をしたものは， 

1.216名の選手，スタッフ(男性，女性を会む〉のなかで， 27.9%にあたる 339名であった.(表 

-14参照)

彼らの屈答理岳としては，

。位の社員の負担各大きくしている. 

0業務上の責任を果していない.

。仕事処理のスピードが仰の社員より避い.

の 3つを選ぶものが圧倒的に多かった(図-15参照Lこれらの結果より，運動部に関係して

いる選手やスタップで企業のために蹟献していないと考えている大部分のものが，企業ι対し

て挫の一般社員に比べて営利をもたらしてい誌い，あるいは鵠の一般社員に迷惑をかけている

と惑じているということが盟解できる.このことは Q20，あなたは会社のために大いに貢献し

表… 14 会社のために撲献している

全く違う 

そうでもない 

その通り 

全くその通り 

し今一一竺 

44 

183 

549 

156 

932 

98 281 

157 706 

15 171 

284 1.216 

~/' 
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ていると思われますかという質問に対して，全くその通り，その通りと肯定的な揺答をしたも

のにその理由そ，列記した項目の中かち� 5つ選んで;11関投をつけてもらう関いに対して，それぞ

れの順位において多くのものが「一般社員と協調して仕事の能率を高めている」と回答してい

ることかちも理解できる.そして企業に対して袖の一般社員に比べて営不IJをもたらしていな

い，あるいは他の一般社員に迷惑をかけているという負い自は，溜動部の活動に特聞をとられ

るために，一殻社員と問じような鐘きがで、きないと考えているためと思われる.つまり，後ら

は運動部の活動で時間を害iかれ，一般社員並みに動いていないむで，企業に貢献していないと

惑じ被らの一部はそれなちば溜動部は企業iことって必要で‘もないのではと考えるようになっ

たので、はないかと患われる.

それでは，運動部の存在を歪定的にとらえている選手やスタッフが，運動部的活動により，

企業に営利を服、うようにもたらすことができないため，灘動部の存在iこ夜定的になると考える

ならば，一体，すべての運動部に関孫する選手やスタッフは，運動部における活動意義という

ものそ向に見出しているのかということを考える必要がある.そこで次は� Q17，あなた泣荷の

ために選手活動をしているめですかという費問に対して，該当するものを列記した項目の中か� 

55 

50 

45 

I E当」�  
40 

:i量j 冊111 24 

20 

15 

10 

。
s 

関-15 糞醸していないと恕むれる理由� 1位
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ら上位� 5項目そ選んで顕位惑とつけてもちう関いの回苓について考えてみる. これについての回

答は

。選手活動は自分の趣味のためである

。選手活動は詣分の健康のためである

。選手活動は自分の生き叩斐である

という� 3 がほとんどであり〈図-16捗熊)， これらの回答の轄徴としては金社のためでは

なく自分のために選手活動を行っていると考えていることである.

本来， スポーツと拭岳分自身のためにプレイするものであるということはほぼ関連いのない

ことであるが(プロスポーツなど一部の例外も考えられるがここでは言及しない)，企業という

営利的な組織のなかで，一般社員と仕事をしながふ しかも競技スポーツを続けるという特殊

な環境下でのことを考えると， ある程症は仕事についても考惑することが必要であると思われ� 

ιしかしながら，仕事と運動部のバランスを考えながちスポーツ活動栓続けるということは，

肉体的iこも精神的にも多大なエネルギーを消費する活動であると思われる. たとえば，仕事が

忙しいときに， その仕事を一般社員に任せて溜動部む活動をするという状況を考えたとき， そ

の活動が自分担〉趣味や鍵牒のためというのであれば，会社における自分の存荘磁檀というもの

を見失いかねないということも考えられるし， また，一緒に社事している一般社員に対しでも� 
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自責の念に駆られることになるであろう.

つまり，ほとんどの溜動部に関係する選手，スタッフがあげている運動部の活動意義という

ものは自分のためというものであり，これは企業の営利には{可等関孫なく，仕事と運動部でむ

活動のバランスがとれているときには全く問題にならない. しかし，それらの活動意義という

ものは，社事が忙しくなったときなどは仕事と連動部での活動とのバランスを保つのに耐え縛

るものでないため，他の社員の負担告大きくしたり，あるいは業務上の責在を果たすことがで

きなくなる.そのため，企業に営利を思うようにもたらすことができなくなり，日分の存在価

鐘を見失うことになるため，運動部の存在に否定的になると考えることができる.

ここでは運動部に関係する選手，スタッフ白寿が，なぜ運動部の存在を苔定的にとらえてい

るのかということの考察をおこなってきた運動部の存在を者定的にとらえている選手やス

タッフの共通した認識としては，� r我々はまず運動部の部員である前に企業の一員であり，企業

とは営利長追求していく組織であるかち，我々も企業に営利をもたちさねば企業の一員として

の存在価値を失うJということである.

企業における鍍技スポーツとは，完全なプロフェッショナルスポーツでもなしまたスポー

ツをのんびり楽しむといったものでもない.そむため，スポーツにすべてのエネルギーを費争

すこともできず，だかちといって一般社員と同じように仕事をこなすことも困難であるという

ように，非常に中途半端な立場に立たされているといった現状がある.それゆえに，仕事にお

いてどこまでが賀任分担であるといったことも易いまいであり，あるいは一般社員と同じ量の

仕事をこなさねばならないという場合もるるため，運動部の活動のために他合一般社員iこ仕事

を頼まなければならないという事態が生じてくる. このような環境では，溝手が運動部の活動

だけに力を注ぐのは難しいため，企業ι入社してからさちにスポーツ技能を伸ばすということ

は，企業からむ相当なパックアップがないかぎり不可能に近いといえる.それゆえに，詩年優

秀な選手を補強するといったことを除いては翠動部の強化は圏難である.さらに選手は引退後

も企業に残ることが考えられ，その際のことも考えて，� f患の一般社員に迷惑をかけないように

仕事もしなければならないというジレンマに陥るとも考えられる.

以上のようなことかち，企業における麓技スポーツにおいてスタップや選手に充分な活動を

行わせる為には，運動部活動と業務の両側面にわたって打ち込める環境を与えることが必要で

ある.

筆者等が� f中央大学保健体育研究所紀要J第� 12号において発表した「企業における競技ス

ポーツについてく第� l報)J中でも述べちれていることであるが，� Aタイプ仔設型)，こ屠する
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企業においては� f運動部活動j却ち「業務Jという図式が極めて明確に描かれ，それが社内に

浸透している為に運動部関孫者は職場において何ら“負い話"を感じることもなく活動安行っ

ているのに対し，� Bタイプ� (CI型〉における運動部関孫者は常に� r部活動jと「仕事」の両立

を考えて行動し，職場の一員として業務質任を果たす努力を強いちれているのである.

今回の調査対象となったトヨタグループ� 13社は全て� Bタイプに属するわげで，連動部関係

者が部活動と業務の両立そ図りながら，職場の一般社員に対して抱く“食い目"を除去し，誇

りを持って運動部活動にエネルギーを投入することができるようにする為に，一部の企業で採

用している離業制変〈定時退社前のある特定の時期jで退社する〉のようなシステムを確立する

など，仕事上の責任分担を明確にするような待遇を企業は示す必要があると考える.

〈榔井)� 

4.要 約

「企業における競技スポーツについてJ(第 2報)として，Cui運動部梓立のコンセブト� J，②

「会社側の対応、の実槽J，@ i選手活動安行うことへの意義」の� 3点を主たるポイントとして，

管理部署の担当者と運動部関孫者(スタッフと選手)の両サイドから考察を行ってきた.また，

運動部関係者に対する考察に当たっては，その回答の内容から� A タイプグループ(回答が

社の宣伝Jや� fイメージアップjといった項目を選択した人達)，� Bタイプグループ� (i士気高

揚J. i連帯感J. i験場への明るい影響Jといった項目を選択した人連)，� Cタイプグループ� 

U福利車生」的要素を含んだ項自を選択した人連〉の� 3グループに分けて考察するという手法

も用いてみた，� 

(1) 運動部存立のコンセプトについて

胆当者の意識としては「士気高揚J • i連署惑J • i職場への影響jを絶対的な要素と認識

しておち，概ね� Bグループ� (CI型)，こ鵜する.それに対し;運動部関係者の意識は必ずし

しではおらず，全体では� A.B両タイプに� 2分されている.種目別で泣全捧像と殆ど同じ綴向

であるが，要に細かく分類して〈例えば年代別・識種別・役割期・性別〉見てみると，若年賭

よち高年粛，非管理職より管理職，選手よりもスタッフにおいて� Bグループを支持する傾向が

見られる.一方では女子に� A グループ支持が巨立っているのが師自い現象である.前節� (3.-

1-2の(2))において触れたことであるが，トヨタグループ� 13社は� fグループ聞の毅謹と鵠報

交換の場J. i連帯感の醸成J在メインテーマとして過去� 40数年にわたって� f総合競技大会J 
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を関櫨してきている.グル…プ内各社の運動部もそめ越旨に諮って発巌してきた経緯がある.

まさに� rCI型jの典型といっても過設ではないー従って前述の高年屠・管理職・スタップの人

達の意識は当然の帰結なのであろう.それに対する女子の意識は極めて割り切った感覚であ

り，これ誌社内における地位や雇用形態の違いからくるものであろうと推測される.

いずれにしても会社サイド(担当者〉と運動部サイドとでは意識に碍怒りのズレが存在する

ことは否めない.これは両者にとって甚だしく不幸なことであり，運動部活動がよりよい効果

をもたらす為の木昌縮かな検討が要議される.

出会社の対応について

会社は運動部活動の効果をより大ならしめる為iこ強化種目を指定したり.r社内広報活動の

充実jや「袈輩制度の確立」といった地道な努力はしている. しかしながら怒られた予算枠の

なかでの支援態勢には限疫があり，為にその実智は全く不満足であると言わざ、るを得ない.と

くに「財政的援助J. r礎秀な人材の確保J. r練習場や合宿所の確保J. rチームドクター

の配震Jといったような，まさに運動部活動的根幹をなす部分に対する対応の実情は，語く一

部の会社の東に極く一部の運動部を捺いては全く不瀧足な状態であり，このことは相当者も認

めている点である.

にて指摘している通り，2-13. この点については運動部サイドの見方も一致している.� 

スタップ・選手ともに「諌習場所の確保J • r合宿所の充実」といった競技力向上iこ密接な関

わりをもっ項目に関しては会社側に対し強い要望を抱いている.一方「社内広報の充実」につ

いての運動部サイドの要望誌少ないのであるが，これは「広報活動Jは充分に行われていると

認識している為なのか，大して必要ではないと考えている為なのかは胆答内容からは判断でき

ない.ただ祖当者サイドの認識から判断できることは“他の項詰iこ比べれば，多少iま穣極的に

展開している"ということが設える.

競技方向上の見地からはハード面での拡充は不可欠な袈素であることは明白であるが.� rCI 
効果」を大ならしめる為には社員全般の連動部に対する認識号高めることも必要であり，その

為の社内� P畏活動について会社・運動部再サイドともに真剣に取り組む姿勢が必要である.� 

(3) 選手活動の意義について

会社は運動部の存在価備を「社員の士気高揚の為J • r社員の連帯感の醸成の為J • r会社

のイメージアップの為Jに役立つものと位謹づ民また選手に対する期待も「会社の笠伝J 

f社員の土銭高援J. r職場の雰囲気づくりJといった� f会社の利益」に結びっくような活躍を
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期待している.Aグル…プ.Bクツレープに属する発想、である.

一方運動部サイドが持つ「会社が抱く選手翻人に対する窮持惑jについては，擁ね「社員の

士気高揚J. r社員の連帯感J. r職場の雰関気づくり Jといった日グループ型の期待をされ

ていると感じているが，女子において誌男子以上に PR効果 (Aグループ)を期待されている

と感じている.この点においては会社・溜動部双方の認識は概ね一致していると見てよい. し

かし輯人的意義づけ拡自らお「鶴康」・ f轄味J. r生き申斐J. r名誉」といった Cグルー

プに属する凹答が多数を占め，全く異費な擁相を盟してくる.

年代別・職種別・役割別にみてみると，高年層・管理毅・スタッフにおいて 3グループがや

や多くなる傾向がみられるが，その中でも Cグループは過半数を占めており，全体の額舟とし

ては縄人的な理由に意義告克出している.

運動部自体の存立理由や被期待感に対する認識と，調人的な部活動の動機づけは全く異質な

ものである.自分良身の為に活動をし，いい結果を出すことが出来れば，結果としてそれが埠

捌からの期待を充足することになり，ひいては会社の剃益にも繋がると言うことであろうか.

出会社に対する貢献震について

運動部サイドの 72%の人は自分は“会社(狭義の議場を含めて)のために貢献している"と

ており，その異体的な内容は f明るい雰囲気をつくり，連帯惑を高め，気高揚に役立っ

ている Jとする Bグループに罵する項目である.

運動部の存立理由について Aクツレープ (P設効果)を支持した若年層や女子においても PR

に貢献しているとする割合は極めて低く，実際iこ提献していると考える事柄誌 3グノレ…プ (CI

効果)なのである.法目すべき点として，“職場における実務処理に関して鵠の一般社員連に迷

惑を懸ける事はない"と主張する人達が多数存産している事実がある.これは運動部関係者の

自負の表れと見るべきであろう.

しかし一方では，“会社の為に貢献していない"と考えている人が約 28%存在する.これは

無視出来ない数である.その人速の“貢献していない"と考える理由註 f舘の社員の負担を大

きくしているJ • r業務上の責任を巣していないJ • r仕事処理のスピードが他の社員より運

い」の 3点に集約される.全て会社の一般業務の範鴫での事壌である.

「運動部は何の為に存在し，自分達は荷を為すべきであるかjといった基本的な意識の脆弱さ

に起因する結果ではないだろうか.

昨日要第 12号JI (1994年)にて発表した「企業における競技スポーツについて(第 l報)Jに

おいても指摘した点であるが， Aタイプ (P設袈〉に属する企業においては，会社・運動部関係
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者双方の意識が全く一致している為に，一般業務とスポーツ活動の関係も極めてスッキりと処

理されているむに対し，基本的にスポーツ活動詰業務外活動として処理されている Bタイプ 

(CI翠〉の企業においては，選手個人は職場の悶僚達との関で好ましい人間関係を形成する為

に苦悩を強いちれたのである. 

Aタイプ・ Bタイプに関係なく，企業の競技スポーツ誌それ自持が余社の営科に重接的には

関わりをもつものではなく，関接的な効果を期待する註質のものでるると考える.問題は競技

スポーツ存立に対する会社のコンセプトと，スポーツ活動に対する会社の対応の姿勢を，

レベソレで麗知識を成させることが出来るか宙かであろう.

トヨタグループ 13社の全体像においてはその点についての双方(会社・運動部〉の努力は不

足していると見なしてよいであろう.

(成瀬〉 

5.後記

トヨタ自動車傘下の企業はその経営規模や業穂は千差万別である.自動車関連のメーカーが

中心ではあるが，その中には鶴社や研究機関も含まれている.従ってそこに存在する運動部の

規摸や技術的レベル，ポリシーも異なっているし，会社サイドの対応の姿勢にも違いがある.

そのような背景のある中でt 13社全体を纏めて一つの像として分新し考察したことは多少の

無盟があったと思う.

また諜査当時と現在で誌，企業スポーツを政り巻く情勢にも可なりの変化が晃られるー例え

ば，調査当時においてはプロのコーチの存在は女子のバスケットボールに 1チームあっただけ

であり，選手にしてもプロ〈契約選手)として存在していたの誌パスケットボールにおける外

器入選手のみであったのが，現在ではコーチにしても選手にしても外国人・日本人を問わず複

数の金業・譲数の種目に多数滞在している.

このように考えると今回の考察は，必ずしも実状を忠実に把握していないではないかとも思

うが，日本の経済発展の一翼を担っている産業のスポーツ活動の実態を少しでも探ることが出

来たことは，それなりに意味のあることであったと考える.

プロ野球スワローズ球団の野村監督はその著欝「勝者の資絡J(註 4)の中で，どのような組

織においてもその組織を活性化させる為には，“四つの要素を充分に機態させることが必要で

ある"と提言し，その四つの要素は「信頼性J. r通意性J. r要望性J. r共感性jである

と指摘している，
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双方〈会社・運動部〉の主強告お互いが充分に盟解し合う〈要望と ことが共感を時び

{言頼感となり，それが組織の発展ι繋がるのである. 

企業がある種のコンセプトのもとに自社内にスポーツ集団後存立させ，その活動によって企

業に対し何らかの利誌をもたちしたいと考えるなちば，双方共に上記号)4要素を充分に機能さ

せるべく鋭意努力を払うことが必要なのである.

今回の考療がグループ内各社の運動部発展の為iこ，伺ちかの示唆を与えることが出来れば幸

いである.

〈成瀬〉

番考文献 


説 1・註 3:中央大学 f保鍵体膏研究所組襲J(第 12号) (1994年)


「企業におぜる競技スポーツについて〈第 l報)J 成瀬鎗 


註 2:中央大学 F体育訴究J(第 29号) (1995年) 

f金韓関総合競技大会の分析J成嶺

註 4: I勝者の驚務J0995年)訣換社野村克也
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トヨタグループ� 13社め� f企業におぜる競技スポーッjに関するアンケート

{担当責任者罵》

( )内に文字を入れて下さい.

(1)会社名 (2)相当部署)(3)役職名

記入桝	 スポーツは鍵騰の為iこいいと思いますか.


はい いいえ


〈①・� 2) 

員長 該ききする数字姿。で題んで下さい.� 

[B】【運動部に関す� 

W 運動部の存夜態識についてお尋ねします.� 

Q 18 運動部は会社にとって必要な存在ですか(1 ・2) 

Q 19 前聞の回答がφの場合，その理由について度合いの強い順に，下記に列記した項目の( )内

に1から醤号を入れて下さい.

-運動擦は会社のイメージアップに役立っている‘

・運動部試会社の霊長iこ役 立つ ている)

・滋動部は社員合士気高揚に役立つている(

・灘動部は社員の連帯感の育或iこ役立って い る ( �  ) 

・灘動部は社員の福利厚生に役立つている)

・そ の他).�  ) 

母20 Q18の回答が@の場合，その理由を順位をつけて� 5つ挙げて下さい.

唾 

向

内

ぺ

丹

に 

i

r

u
s
a
-

d 
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V 運動部活動に対する会社の対応、についてお尋ねします.� 

Q21 運動部に強化指定(議点)穏日と，非強化輔自の区別がありますか.� ( 1・2) 

Q22 煎聞の回答が@の場合，その搬出と強化種目の種目名をお聞かせ下さい.� 

Q23 Q21の認容が争的場合，そり環患をお関かせ下さい.� 

Q24 強化・非強化の区恵IJがある場合，両者に対する対応において，その差異の具体的内容をお書き

下さい. 

•••••4
E
A
n
J白
内 

4
u
a
n
T
w
-
h
u

可

n
h
M
円
.
，
a
n
x
u
n
M

羽 運動部活動〈個人を含めて)に対する援助内容についてお尋ねします.� 

Q25 運動に対する財政的援助は充分或されていると患いますか.� (1・2) 

Q26 震秀な童詩人護得について運動蔀額の要求は議たされていると患いますか.� ( 1・2)

母27 錬曹場の護保といったハード蛮での整礎は万全だと患いますか.� (1 ・2)

急務 合欝所・寮などの寧生彊での整績は万全だと患いますか.� ( 1 ・2) 

Q29 チームドクターの採用を推奨していますか.� ( 1・2)

母30 チームスタッフに対して経詩的援助はなされていますか.� ( 1・2) 
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命31 優秀な成績を挙げた蔀や選手に対する，社内賓章制度はありますか.� ( 1・2)

母32 社内広報活動は充分なされていると患いますか.� ( 1・2) 

Q33 社員iこ対して蕗援活動告穣極的iこ撞奨していますか.� ( 1・2) 

Q 34 大会合議前等において，選手の業務上の負担に対して伺らかの考憲はなされますか.� (1・2) 

W 選手に対する認識についてお噂ねします.� 

Q35 選手はどのような意識で選手活動をしているとお考えでしょうか.下記の列記した凄自につい

て，右の( )内に 1位から順位をつけて下さい.

-会社のイメージアップのために活動していると患う 位〉e

-会社の笈伝のために活動していると，思う. 位〉

-業務の一環として活重きしていると，思う. 位)

-社員の士気高携のために活動していると思う‘ 位)

-社員の連警惑を高めるために活動していると思う. 位)

-職場の明るい雰囲気づくりのため記活動していると d思う. 位〉

-自分の鍵難・体力づくりのために活動していると思う. 金〉

-自分の趣味として活動していると思う. 位)� 

位)•・・-オそ自分のリ他のン生ピ( 甲斐のために活動していると思う.きッのために活動していると思う. 位〉

位〉クiこ出場するために話護者していると思う. 

位〉� 

Q36 会社は運動選手に仰を期待していますか.下記に弼記した項目について右側の( )内に l位

かち額伎をつけて下さい"

時，その他として考えちれる項目を幾つでも結構ですかる付恕して下さい.

-試合でいい成績を挙げて会社の議訟をして貰いたい. 位〉

-社員の士気高捕のために，いい或績を挙げて貰いたい. 位〉

-社長の連署惑の宵成のために役立って貰いたい. 位〉

-社内〈職場)に明るい雰間気を作って貰いたい. 位)

-社内(職場)のヲーダーとなって貰いたい. 位)

-将来は会社の幹部社員になって糞いたい. 位)

-その龍〈 位〉

-その銭〈 位〉

-その鵠〈 位〉

-その他〈 位)

ご協力有り難うございました.
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トヨタグループ� 13社の『企業における競技スポーツJl，こ関するアンケート

《運動部用》

記入方法- コード・種目コード� 

I 記入方法

E 会社名コード番号一覧

コ� 

01 トヨタ自動車(株)� 

02 トヨタ車体 (株) 

03 韓国工機 (株) 

04 豊田鶴識 (株) 

05 株〉豊田自動議横

揺 聾話会成 (株〉 

07 株〉豊田中務

聾 穂閤コード番号一覧� 

01 パスケット� 09 硬式テニス� 

02 パレーボール� 10 軟式野球� 

03 バドミントン� 11 陸上競技� 

04 ハンドポール� 12 卓球� 

05 ソフトボ-)レ� 13 水泳� 

06 サッカー� 14 輯横� 

07 ラグピー� 15 柔道� 

08 ソフトテニス� 16 剣道� 

08 
09
10 
11 
12 
訪

17 
18 

捜田通商 (株) 

株)東海理化� 

愛知製鋼 (株) 

アイシン精機(株)� 

関東日工 (株)

日本電装 〈株〉� 

弓道� 19 
ヨット� 20 

21 
22 
23 
24
25 
26

バスケット� 

バレーボール� 

パトミントン� 

ソフトボール� 

ソフトテニス� 

硬式テス�  

醗よ鱗技� 

卓球� 
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《運動部用》� 

，. RυA二

B
一

一

一

一

田口

  

一

i別紙説明のように，該当する番号・数字を右の口内に記入して下さい� 

6 7 

(1) 会社名 (会社別コード番号は別紙一覧表をご参照下さい) 仁日� 
8 

(2) 性別� 1(男)・ 2 (女)
口� 

9 10 

(3) 年齢
亡口 歳 �  

13 

(4) 職種� 1事務・� 2技術・� 3営業・� 4製造・� 5管理職・� 6その他(
口� 

14 15 

(5) 競技種目(種目別コード番号は別紙一覧表をご参照下さい)
亡己�  
16 17 

(6) 現在の運動部在籍年数
し口年�  

18 

(7) 運動部での役割� 1監督・� 2コーチ・� 3マネージャー・� 4選手・� 5その他(
口

【B】【運動部に関する事項】

町 運動部の存在についてお尋ねします.� 

Q 13 運動部は会社にとって必要な存在である.� ((4) (3) (2) (1)) 

Q14 Q 13にて(3)又は(4)と回答された方のみお答えください.

その理由を下記に列記した項目について，度合いの強い順に番号を入れて下さい.

1 会社のイメージアップに役立っている.� 

2 会社の宣伝に役立つている.� 

3 社員の士気高揚に役立つている.� 

4 社員の連帯感の育成に役立つている.� 

5 社員の福利厚生に役立つている.� 

6 その他(� 

66-
「一� 

1位� 

2位� 

3位� 

4位� 

5位� 

6位� 
L一一一一ー� 

71 



1996 企業における競技スポ…ツについてく第2報)(成瀬他〉 45 

Q15 Q 13 ，こで(1)又凶器と回答された方のみお答えください.

その璃自を度合いの強い顕にお響き下さい.

幾つでも結構です.� 

4 

5位� 

V 運動部の活動に対する会社の対応についてお尋ねします.
 

Q 16 会社に支せする饗望について，下記に列配した項自の中から上位� 5項目を還仏額位を付けて下 


さい.� 

01 練習場所を整備・充実して欲しし¥� 

02 トレーニング撞設を鞍備・充実して欲しい.

出合宿所(蝶)を整礎・充実して欲しい.� 

04 大会議蔀は業務負相の軽誠をして欲しい.� 

05 蟹秀な成嶺を挙げた部(個人)には嚢賞金を支給して欲しい.� 

06 新人選手の補強を積極的iこして欲しい.� 

07 チームスタッフの業務負拙の軽援をして欲しい.

部 チームスタッフに対しては手当てを支給して欲しい.� 

09 チームスタッフは噂従者〈プロ)を採用して欲しい.� 

10 部活動に必要な充分な予算措樫を講じて欲しい.� 

11 社舟広報をもっ� 

12 その抱〈� 

1位� 

2位� 

3位� 

4設� 

5投
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N 選手活動についてお導ねします.� 

Q17 費方は伺の為iこ選手活動をしているのでしょうか.下記に列記した項目から上位� 5項目を選

rJ.蝦誌を付けて下さい. 

01 選手活動法会社のイメージアップの為である.� 

02 漉手活動は会社の宣伝の為である.� 

03 選手活動は社員の士気高機の為である.� 

04 選手活動は社員に連礎惑を持たせる為である.� 

05 選手活動は職場を明るくする為である.� 

06 選手活動は岳分の鍵壊の為である.� 

07 選手活動は自分の趣味である.� 

08 選手活動は自分の生き申斐である.� 

09 議手活動は自分の名誉の為である.� 

10 選手話動はオリンぜックに出場する為である.� 

11 その他〈� 

12 その地(� 

82-

I位� 

2位� 

3位� 

4位� 

5位� 

Q18 会社や鞍場の人達は，寅方iこ何を期待していると盟、いますか.下記に列紀した項目について脚

位をつけて下さい.� 

l 試合でいい成績を挙げて会社の質訟をして葉いたい.� 

2 試合でいい成績を挙げて社員の土鍋を高めて貰いたい.� 

3 社員の連帯惑を高めて貰いたい.� 

4 社内〈職場)を明るくして麓いたい.� 

5 社内(職場〉のリーダーになって貰いたい.� 

s その佑(� 

92-

l位� 

2位� 

3位� 

4位� 

5位� 

Q 19 貴方誌会社(犠場〉のために大いに翼献していると� 思いますか.e

((4) (3) (2) (1)) 口



つ選び順位をつけて下さい.� 

98-

01 会社の賞訟の為に貢離している.� 1位� 

02 社員の士気高援の為に援献している.� 2位� 

03 社員の連帯惑を高める為に貢献している.� 3t立� 

04 職場に明るい雰路銘を作っている.� 4位� 

05 一設社員と協調して佳事の能率悲痛めている.� 5位� 

06 入の婚がる仕事を率先して持っている.� 107 

07 与えられた仕事を正確に銘理している.� 

08 他の社員に迷惑をかけない.

的礼儀正しい態護守，他の社員の模範である.� 

10 重要な仕事も与えちれている.� 

11 その強〈� 

12 その抱〈� 
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Q20 Q 19 lこで(3)又は(4)と回答された方のみお答えくだされ

費方が会社〈載場〉において大いに貢載していると思う事携を，下記iこ列記した裏話の中から� 5

Q21 Q 19 lこて(1)又はほほ問客された方のみお苓えください.

貴方が議場に対して貫献していないと考える事棋を，下記iこ列記した項Eの中から� 5つ選び額設

をつけて下さい.� 

***ご協力ありがとうございました嶋本**

出業務上の責読を思していない，


沼地の社員の負胞を大きくしている事


開設事処理のスピードが亀の社員より避い.
 

04 重要な祉事は与えられない，
 

05 職場にいないことが多い.


鉛練習で疲れ，毅場では集中力がない.
 

07 何事にも大雑把である.
 

08 その鑑( 
  

09 その他〈
 

10 その他〈
 

、も，，〆� 

、、，ノ、も，，〆� 

108 

1盈� 

2故� 

3位� 

4位� 

5盈� 

a.'.

r

F
 


